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(1)　第1907号　2023年６月１日

本
部
中
央
委
員
会
に
臨
む
態
度
決
定

組
織
強
化
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

  
  
日時　7月26日（水）13:30～16:00
場所　東京都　日比谷野外音楽堂
内容　中央決起集会
　　　交渉支援行動・デモ行進
　　　総括集会

県
本
部
は
５
月
　
日
、
単

22

組
代
表
者
会
議
を
開
き
、
自

治
労
第
１
６
４
回
中
央
委
員

会
に
臨
む
県
本
部
態
度
と
、

当
面
す
る
課
題
に
つ
い
て
討

議
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
生
井
澤
書
記

長
が
、
２
０
２
３
春
闘
は
要

求
書
提
出
が
　
単
組
と
昨
年
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を
上
回
る
結
果
と
な
っ
た
こ

駅
悦
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詠
詠
詠
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詠
詠
詠
詠
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詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

単組代表者会議

と
を
報
告
し
ま
し
た
。
ま

た
、
連
合
の
春
闘
回
答
集
計

結
果
（
５
月
８
日
時
点
）

は
、
賃
上
げ
分
２
・
　
％
、

14

う
ち
中
小
組
合
は
２
・
　
％
00

と
２
％
を
上
回
る
の
は
２
０

１
５
年
の
集
計
開
始
以
来
初

め
て
で
あ
り
、
民
間
の
賃
上

げ
の
流
れ
の
広
が
り
が
明
ら

か
に
な
っ
た
と
し
て
、
人
勧

期
闘
争
に
結
び
つ
け
る
こ
と

が
重
要
だ
と
説
明
し
ま
し

た
。ま

た
、
会
計
年
度
任
用
職

員
に
勤
勉
手
当
を
支
給
可
能

と
す
る
地
方
自
治
法
改
正
案

が
４
月
　
日
に
参
議
院
本
会

26

議
で
可
決
・
成
立
し
た
こ

と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
５
類
移
行
に
伴
う
防

疫
作
業
手
当
・
特
別
休
暇
取

り
扱
い
の
対
応
に
つ
い
て
報

告
し
ま
し
た
。

協
議
事
項
で
は
、
５
月

　
、
　
日
に
開
か
れ
る
本
部

25

26

中
央
委
員
会
議
案
「
当
面
の

闘
争
方
針
」
「
第
５
次
組
織

強
化
・
拡
大
の
た
め
の
推
進

計
画
総
括
お
よ
び
第
６
次
計

画
」
な
ど
に
対
し
、
県
本
部

は
賛
成
の
方
針
で
臨
む
こ
と

を
提
案
し
ま
し
た
。

次
に
、
花
岡
自
治
労
共
済

県
支
部
事
務
局
長
が
「
損
害

調
査
業
務
・
抜
本
改
革
詳
細

実
行
計
画
へ
の
対
応
に
つ
い

て
」
「
マ
イ
カ
ー
共
済
次
期

制
度
改
定
（
概
要
案
）
へ
の

対
応
に
つ
い
て
」、
単
組
の

組
織
討
議
に
付
す
る
こ
と
、

意
見
集
約
を
行
う
こ
と
を
提

案
し
ま
し
た
。
す
べ
て
の
議

案
は
承
認
さ
れ
、
会
議
を
終

え
ま
し
た
。

単組代表者会議の冒頭あいさつする古渡副委員長

自
治
労
第
１
６
４
回
中
央

委
員
会
が
５
月
　
日
、
　
日

26

27

の
２
日
間
、
東
京
の
自
治
労

会
館
で
開
か
れ
、
各
県
か
ら

中
央
委
員
約
３
０
０
人
、
茨

城
か
ら
は
５
人
が
ウ
ェ
ブ
形

 人
勧
期
闘
争
に
む
け
全
力
を

自
治
労
第
1
6
4
回
中
央
委
員
会

式
で
参
加
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
川
本
委
員
長

が
あ
い
さ
つ
し
、
「
統
一
自

治
体
選
挙
で
は
「
１
自
治
体

１
協
力
議
員
」
の
方
針
の
も

と
取
り
組
み
を
進
め
、
成
果

が
あ
っ
た
一
方
で
課
題
も

残
っ
た
。
総
括
と
運
動
の
点

検
を
行
う
と
と
も
に
、
政
治

闘
争
の
意
義
の
共
有
に
む
け

日
常
的
な
活
動
の
展
開
を
お

願
い
す
る
。
ま
た
、
今
般
の

物
価
高
や
２
０
２
３
春
闘
の

賃
上
げ
の
動
向
、
職
員
・
組

合
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

維
持
か
ら
賃
金
・
労
働
条
件

の
改
善
が
不
可
決
。
運
用
改

善
を
含
め
し
っ
か
り
と
賃
上

げ
を
求
め
る
こ
と
が
労
働
組

合
の
役
割
。
自
治
労
総
体
と

し
て
の
要
求
・
交
渉
強
化
の

決
意
を
固
め
合
お
う
」
と
訴

え
ま
し
た
。

一
般
経
過
報
告
が
報
告
さ

れ
、
９
県
本
部
が
発
言
し
た

あ
と
、
執
行
部
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

次
に
、
当
面
の
闘
争
方

針
、
「
第
５
次
組
織
強
化
・

拡
大
の
た
め
の
推
進
計
画
」

の
総
括
と
「
第
６
次
組
織
強

化
・
拡
大
の
た
め
の
推
進
計

画
」
、
自
治
労
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
推
進
計
画
、
２
０
２
３

年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計

第
２
次
補
正
予
算
、
規
則
等

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
の
提

案
が
あ
り
、
　
県
本
部
　
人

31

34

の
中
央
委
員
か
ら
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。

特
に
、
今
夏
に
骨
格
案
が

示
さ
れ
る
新
た
な
給
与
制
度

の
整
備
、
２
本
の
組
織
討
議

案
で
あ
る
「
組
織
強
化
・
拡

大
の
た
め
の
推
進
計
画
」

「
自
治
労
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

推
進
計
画
」
や
、
次
期
参
院

選
な
ど
に
多
く
の
意
見
が
出

さ
れ
、
執
行
部
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

議
案
は
ｅ
投
票
に
よ
り
採

決
を
行
い
、
圧
倒
的
多
数
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

５つの要求事項

組合員１人２筆以上

人事院総裁宛 2023 署名行動

ご協力を
お願いします

人勧期

１．2023年給与改定勧告は、全職員の月例給・一時
金引上げ勧告を行うこと。
２．「社会と公務の変化に応じた給与制度の整備」に
ついて、中央のみならず地方で働く職員にも十分配
慮すること。
３．公務における人材確保の観点から、初任給を中心
に若年層の民間賃金との格差解消を図ること。
４．地域手当は、これ以上の地域間格差を拡大しない
こと。
５．再任用職員へ生活関連手当の支給をはじめ、経済
的負担や定年前職員との均衡を考慮して
　改善すること。

最後に団結ガンバローで闘争を決意

人勧期 7.26 中央行動

今
年
度
か
ら
、
女
性
活
躍

推
進
法
に
基
づ
く
事
業
主
行

動
計
画
策
定
指
針
改
正
に
よ

り
、「
男
女
の
給
与
の
差
異
」

の
公
表
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

自
治
労
は
、
活
動
の
す
べ

て
の
場
面
で
男
女
平
等
を
推

進
す
る
た
め
、
６
月
を
推
進

月
間
と
し
て
位
置
づ
け
、

駅
悦

詠
詠
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詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

「
組
合
の
男
女
平
等
参
画
」

「
職
場
の
男
女
平
等
の
実

現
」「
男
女
平
等
の
法
制

度
・
社
会
環
境
の
整
備
」
に

重
点
を
置
き
、
男
女
平
等
参

画
社
会
の
実
現
に
む
け
取
り

組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

男
女
平
等
の
職
場
づ
く
り

の
た
め
に
は
、
採
用
や
配

置
、
昇
任
、
賃
金
、
退
職
な

ど
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
男
女
格

差
が
解
消
さ
れ
、
労
働
環
境

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
、
女

性
も
男
性
も
い
き
い
き
と
働

く
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
を

組
合
員
は
も
ち
ろ
ん
当
局
に

も
認
識
さ
せ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

県
本
部
は
、
今
後
、
市
長

会
・
町
村
会
に
対
し
、
改
正

女
性
活
躍
推
進
法
に
基
づ
く

男
女
平
等
推
進
計
画
の
政
策

要
求
や
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
の
確
立
、
男
性
の

育
児
休
業
・
介
護
休
暇
取
得

の
た
め
の
職
場
環
境
の
整
備

な
ど
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

６月男女平等
推進闘争月間
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取
手
市
職
員
組
合

執
行
委
員
長
　
作
田
　
友
貴

副
執
行
委
員
長
　
梅
崎
　
修
平

副
執
行
委
員
長
　
山
本
　
宇
類

書
　
記
　
長
　
中
根
　
良
輔

書
　記
　次
　長
　
中
川
　
勇
紀

財
　政
　部
　長
　
斉
藤
　
純
一

組
　織
　部
　長
　
生
田
　
桂
也

執
　行
　委
　員
　
蛯
原
　
正
人

執
　行
　委
　員
　
中
野
　
潤
一

執
　行
　委
　員
　
中
尾
　
範
子

執
　行
　委
　員
　
江
原
　
由
季

執
　行
　委
　員
　
古
谷
　
信
勝

執
　行
　委
　員
　
髙
橋
　
佑
太

執
　行
　委
　員
　
飯
島
ま
り
子

執
　行
　委
　員
　
杉
本
　
道
博

単単
組組新

役

　
新
役
員員

執
　行
　委
　員
　
殿
岡
　
鶴
子

執
　行
　委
　員
　
天
野
　
江
麻

取
手
地
方
広
域
下
水
道
組
合

職
員
組
合

執
行
委
員
長
　
渡
辺
　
　
基

副
執
行
委
員
長
　
天
津
　
　
巧

書
　
記
　
長
　
中
根
　
優
仁

執
　行
　委
　員
　
谷
口
江
利
子

執
　行
　委
　員
　
野
田
　
敏
史

阿
見
町
職
員
組
合

執
行
委
員
長
　
殿
岡
　
有
美

副
執
行
委
員
長
　
立
見
　
典
子

副
執
行
委
員
長
　
山
本
　
英
宏

書
　
記
　
長
　
荻
嶋
　
武
志

書
　記
　次
　長
　
千
葉
　
　
浩

給
与
対
策
部
長
　
黒
岡
　
佳
代

文
化
厚
生
部
長
　
澤
田
　
一
樹

文
化
厚
生
副
部
長
　
鎌
田
　
有
衣

教
育
宣
伝
部
長
　
小
玉
　
　
剛

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

教
育
宣
伝
副
部
長
　
壬
生
　
普
也

女
性
部
長
　
大
塚
　
由
果

女
性
副
部
長
　
久
保
田
幸
枝

青
年
部
長
　
笹
目
　
涼
介

高
萩
市
役
所
職
員
組
合

執
行
委
員
長
　
圷
　
　
栄
樹

副
執
行
委
員
長
　
赤
津
　
誠
二

副
執
行
委
員
長
　
佐
藤
　
佑
介

副
執
行
委
員
長
　
玉
木
　
雄
貴

書
　
記
　
長
　
鈴
木
　
　
亨

書
　記
　次
　長
　
佐
川
　
泰
紀

執
　行
　委
　員
　
長
久
保
稔
憲

執
　行
　委
　員
　
飯
村
　
流
星

執
　行
　委
　員
　
鈴
木
　
秀
教

執
　行
　委
　員
　
小
谷
松
初
美

執
　行
　委
　員
　
川
﨑
　
一
平

執
　行
　委
　員
　
丹
野
　
純
子

水
戸
市
職
員
組
合

執
行
委
員
長
　
菅
谷
　
賢
一

副
執
行
委
員
長
　
照
山
　
　
匠

副
執
行
委
員
長
　
川
田
　
英
明

書
　
記
　
長
　
三
浦
　
一
浩

書
　記
　次
　長
　
星
　
　
卓
見

執
　行
　委
　員
　
野
村
　
俊
貴

執
　行
　委
　員
　
柴
野
由
理
奈

執
　行
　委
　員
　
伊
藤
　
雄
一

執
　行
　委
　員
　
深
谷
　
絵
美

執
　行
　委
　員
　
北
井
　
文
規

執
　行
　委
　員
　
根
本
　
聖
也

執
　行
　委
　員
　
永
瀬
　
浩
一

執
　行
　委
　員
　
上
松
加
穂
理

水
戸
市
下
水
道
職
員
労
働
組

合執
行
委
員
長
　
関
　
　
佳
丘

副
執
行
委
員
長
　
佐
藤
　
仁
士

書
　
記
　
長
　
内
田
　
貴
之

書
　記
　次
　長
　
大
髙
　
佑
介

執
　行
　委
　員
　
雨
夜
の
ぞ
み

執
　行
　委
　員
　
高
田
　
翔
太

リニューアルキャンペーン当選者発表
（実施期間2022年12月～2023年2月）

じちろう団体
生命共済

　団体生命共済リニューアルキャンペーンへのたくさんのご応募

ありがとうございました。当選者は以下のとおりです。

県内当選者数　A賞（フィールドスコープセット）   　    0人

　　　　　　　B賞（ソーラーモバイルバッテリー）  28人

吉元　一真 （水戸市職）
根本　　厚 （日立市職）
海野　隆広 （北茨城市職）
内田　勇樹 （鹿嶋市職）
髙須　敏美 （行方市職）
和田　宏昭 （常陸大宮市職）
綿引　一人 （水戸市職）
檜山　忠大 （常陸太田市職）
佐藤　　通 （水戸市職）
小澤　光徳 （常陸太田市職）
深谷　真芳 （北茨城市職）
海老原　健 （取手市職）
佐久間寿子 （龍ケ崎市職労）
村上奈緒輝 （鹿嶋市職）

 Ｂ賞当選者 　（敬称略）
済賀　　隆 （取手市職）
田村　栄里 （那珂市職）
竹林　由紀 （常陸太田市職）
大山　里香 （水戸市職）
浅野麻紗子 （水戸市職）
堀口　敏克 （鹿嶋市職）
小原　大貴 （鹿嶋市職）
小山田拓郎 （日立市職）
佐藤　貴子 （高萩市職）
小林　優真 （鹿嶋市職）
高瀬　浩文 （城里町職）
加藤　範子 （取手市職）
渡辺　敏明 （取手下水道労組）
船橋　悠也 （鹿嶋市職）

６月の闘争月間にあわせ自分の環境を点検してみましょう
男女平等の職場づくりチェックリスト

□碍 項　　　　　目
□有給休暇を取得していますか

両
立
支
援
の
促
進

□定時に帰れる雰囲気が職場にありますか
□育児休業・介護休業制度を知っていますか
□育児休業・介護休業を気兼ねなく取得できる職場環境ですか
□男性の育児休業取得促進の取り組みが進められていますか
□不妊治療休暇（有給）がありますか
□妊娠・出産を理由とする不利益な取り扱いがありますか

□女性活躍推進法に基づく、事業主行動計画が策定されているこ
とを知っていますか職

場
の
格
差
是
正

□女性の管理職登用は進んでいますか
□正規・非正規の任用形態の違いで待遇格差がありますか
□非正規職員の生理休暇・子の看護休暇は有給ですか
□職場で通称（旧姓など）を使用できますか
□セクハラ、マタハラなどを受けたことはありますかハ

ラ
ス
メ
ン
ト
一
掃

□ハラスメント相談窓口の設置や解決策がとられていますか
□ハラスメント研修が実施されていますか
□LGBTＱ＋などに関する学習会を開催していますか

人
事
院
は
、
毎
年
、
職
種

別
民
間
給
与
実
態
調
査
（
民

調
）
を
行
い
、
企
業
規
模
　50

人
以
上
か
つ
事
業
所
規
模
　50

人
以
上
事
業
所
か
ら
無
作
為

に
抽
出
す
る
約
１
１
０
０
０

カ
所
を
対
象
に
、
４
月
時
点

の
給
与
月
額
・
一
時
金
支
給

月
数
な
ど
年
齢
別
・
学
歴

別
・
勤
務
地
域
別
に
調
査
を

実
施
し
ま
す
（
２
０
２
３
年

調
査
４
月
　
日
～
６
月
　

24

16

日
、
１
１
９
０
０
カ
所
）。

こ
の
調
査
結
果
に
よ
る
官

民
比
較
か
ら
、
８
月
上
旬
に

国
会
・
内
閣
に
対
し
人
事
院

勧
告
を
行
い
ま
す
。
内
閣

は
、
勧
告
を
受
け
閣
議
決
定

を
経
て
、
秋
の
臨
時
国
会
へ

給
与
法
改
正
法
案
を
提
出
し

審
議
・
可
決
成
立
し
ま
す
。

給
与
月
額
の
決
ま
り
方
は
？

人
勧
期
署
名
で
賃
上
げ
要
請
し
よ
う

各
都
道
府
県
・
政
令
市
の

人
事
委
員
会
は
、
国
の
動
向

を
受
け
勧
告
、
そ
の
後
、
組

合
と
の
交
渉
・
協
議
の
の
ち

議
会
に
給
与
条
例
を
提
出
、

審
議
・
可
決
成
立
し
ま
す
。

市
町
村
は
、
国
や
県
の
状

況
を
見
て
、
組
合
と
交
渉
・

協
議
後
、
　
月
議
会
へ
改
正

12

給
与
条
例
を
提
出
し
審
議
・

可
決
成
立
に
至
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
地
方
公
務

員
の
月
例
給
・
一
時
金
の
支

給
月
数
は
給
与
条
例
で
決
定

さ
れ
ま
す
が
、
人
事
院
勧
告

で
示
さ
れ
る
月
例
給
や
一
時

金
支
給
月
数
が
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
り
ま

す
。さ

て
、
２
０
２
３
春
闘

は
、
物
価
高
騰
な
ど
の
影
響

も
あ
り
、
大
幅
な
賃
上
げ
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
民
間

春
闘
の
賃
上
げ
の
流
れ
を
公

務
に
も
引
き
つ
ぐ
た
め
、
自

治
労
を
は
じ
め
と
す
る
公
務

員
連
絡
会
は
「
２
０
２
３
人

勧
期
署
名
行
動
」
に
取
り
組

み
、
人
事
院
に
対
し
賃
金
引

き
上
げ
を
強
く
求
め
て
い
き

ま
す
。（
署
名
の
要
請
内
容

は
１
面
を
参
照
）

今
夏
は
「
給
与
制
度
の
整

備（
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
）」
の
骨

格
案
や
地
域
手
当
の
見
直
し

も
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。
す

べ
て
の
世
代
で
賃
上
げ
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
、
全
組
合
員

で
署
名
の
取
り
組
み
を
成
功

さ
せ
、
秋
季
確
定
闘
争
へ
の

大
き
な
足
が
か
り
に
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
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